
Ｇ ７ のり も の語り 教育

国際会議

２０２３年４月２７日（木）16時
オンライン開催

　世界各都市の小学生が、世界の公共交通の現状に目を向け、

公共交通の在り方を再発見することで、モビリティ・マネジメントを

推進するとともに、諸外国と交流を図ります。

主　 催： 富山市

後　 援： 国土交通省、 外務省

協　 力： 富山地方鉄道株式会社

■会議の視聴をご希望される方は、４月 20 日（木）までに、以下のＵＲＬまたは
 ＱＲコードにアクセスし、視聴登録をお願いします。

https://forms.gle/6QDhTCF73oumAYc27

富山市 サン・ セバス ティ アン市 デンパサール市 ク アラ ルンプール市

Ｇ ７ 富山・ 金沢教育大臣会合応援事業

■問い合わせ： 富山市交通政策課　 TEL 076-443-2195
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スペイン
St. Patrickʼs English School

日本
富山市立中央小学校

マレーシア
SK Convent Jalan Peel

インドネシア
SD Saraswati 2 Denpasar

ス ケジュ ールス ケジュ ール

● オープニングオープニング 

　  主催者代表

　   　 富山市長　 藤井　 裕久

●パネルディ ス カッ ショ ンパネルディ ス カッ ショ ン

　 コ ーディ ネータ ー

　  　 富山大学 都市デザイ ン学部 

　  　 　 教授   本田　 豊  氏

● 持続可能な公共交通に関する持続可能な公共交通に関する

　  Ｇ ７ 富山宣言Ｇ ７ 富山宣言

● ク ロ ージングク ロ ージング

　  参加都市代表

　   　 サン・ セバス ティ アン市長   エネコ ・ ゴイ ア・ ラ ソ   氏

参加学校参加学校

富山市立中央小学校／日本・富山市

St.Patricks English SchoolSt.Patricks English School ／スペイン王国・サン・セバスティアン市

SD Saraswati 2 Denpasar ／SD Saraswati 2 Denpasar ／インドネシア共和国・デンパサール市

SK Convent JaSK Convent Jalan Peel ／マレーシア・クアラルンプール市

2009 年ユネス コ ス ク ールに加盟。 ESD-SDGs の実践を 通し て、 生き る 力と し て 4 つの

力（ キャ リ アプラ ンニング能力「 思い描く 力」、 課題対応能力「 成し と げる 力」、 人間

関係形成・ 社会形成能力「 かかわる 力」、 自己理解・ 自己管理能力「 みつめる 力」） の

育成を 目標と し ている 。

英語、 バス ク 語、 ス ペイ ン語の 3 ヶ 国語教育を 提供する 。 生徒、 教師を はじ めと する

学校コ ミ ュ ニティ 全体の継続的な人間的成長を 推奨し ている 。 ま た、 教育界全体の環

境に対する 意識及び関与度を 高め、 持続可能性を 実現する ための代替案を 提案する こ

と を 目的と する 環境教育プロ ジェ ク ト 「 アジェ ンダ 2030」 を 実施し ている 。 

バリ 島で最も 古い教育財団である サラ ス ワ ティ 財団の系列校。 財団のオーナーは、 バ

リ 島の日本人コ ミ ュ ニティ と 良好な関係を 築いており 、 小学校 3 年生から 6 年生ま

での生徒に日本語の授業を 行っ ている 。 科学コ ンテス ト 、 バリ 伝統舞踊、 空手、 マー

チングバンド など 、 学業面・ 非学業面のコ ンテス ト で優勝し ており 、 2016 年には教

育機関認定で A ラ ンク を 取得し ている 。 

宣教師学校と し て分類さ れる 。 コ ラ ボレ ーショ ン、 コ ミ ュ ニケーショ ン、 ク リ ティ カ

ルシンキング、 ク リ エイ ティ ビ ティ の 4C のコ ン セプト を 挙げており 、 学業、 課外活

動、行動の面で優れたレ ガシーを 継承し 、明る く 快適な環境を 促進する こ と によ っ て、

バラ ンス のと れた人材を 育成する こ と を 目標と し ている 。 

’
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ＳＴ Ａ ＲＴ  ＢＯＯＫ
富山市では、SDGsの推進に向けて

さ まざまな活動に取り 組んでいます。

こ のスタ ート ブッ ク は、大人や子ども 、企業や団体など幅広い方々が、

SDGsを 知り 、学び、行動に移し ても ら う ために作成し まし た。

誰一人取り 残さ ない世界の実現に向けて、

まずはでき る と こ ろ から やっ てみまし ょ う 。

富山市では、SDGsの推進に向けて

さ まざまな活動に取り 組んでいます。

こ のスタ ート ブッ ク は、大人や子ども 、企業や団体など幅広い方々が、

SDGsを 知り 、学び、行動に移し ても ら う ために作成し まし た。

誰一人取り 残さ ない世界の実現に向けて、

まずはでき る と こ ろ から やっ てみまし ょ う 。
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　 今、世界では、環境破壊、気候変動、貧困、人種差別など様々な課題に直面しています。

　 Ｓ Ｄ Ｇｓ（ Su sta in a b l e  Deve lo p m en t Goa l s： 持続可能な開発目標） は、こう し た地球

規模の課題を 解決し 、世界を将来にわたって持続さ せるため、2015年９ 月に国連サミ ット

で193の全ての国連加盟国が合意し 、2030年までに達成すべき課題と 、その具体的な目標

を『 持続可能な開発のための2030アジェ ン ダ※』 として採択さ れたも のです。

　 貧困・ 飢餓、健康・ 福祉、教育、気候変動、平和・ 公正と いった17の目標と 、より 具体的な

達成目標である169のタ ーゲット を 設け、グロ ーバル化が急速に進む社会、経済、環境上

の様々な 課題に対して 、世界中の国や組織、人々が協力して目標を 達成するためのキー

ワード です。

SDGsと は？

2030年までに達成を目指す17の目標がSDGs

誰ひとり 取り 残さ ない、

世界の実現に向けて

知ろう !  学ぼう !  やってみよう !

※行動計画
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知 ろ う !  学 ぼう !  やっ て み よ う !

こ
の
差
分
が
課
題

現在

現在の延長線上に

想定さ れる未来

望まし い

未来の姿バッ ク キャ スティ ング

フ ォ アキャ スティ ング

理想を 描き 、実現するために

今から でき るこ と を 考え よう

　 新型コ ロ ナウイルスの世界的感染でも 明ら かになっ たよう に、世界と 私たち の

（ 富山での）身近な暮らし は密接につながっています。

　 気候変動、貧困、紛争、疫病の感染拡大、環境破壊、富山の経済、富山の子供た

ちの学校教育など 、一見すると 別々に見える 地域や課題どう し も 地球全体のつな

がり の中で、互いに影響し 合う 関係にあり ます。

　 富山の暮ら し 、子や孫の暮ら し を良く し たい…そのためには自分や富山のこ と

だけでなく 、地域や課題、さ まざまな違いを 超えた地球全体での統合的な対策が

必要になり ます。

　 SDGsへの取り 組みは、富山・ 世界のあら ゆる人にとって必要なこと なのです。

　 現在の状況から できるこ と を目標と して立てる方法を「 フォアキャスティ ン グ」、

理想と する 未来の姿を 描き 、その実現のために今やる べきこ と を 考える思考法を

「 バッ ク キャスティ ン グ」 と いいます。できるこ と のつみ重ねではなく 、やり 遂げた

い目標を具体的に掲げること で、「 今するべきこと 」が変わってきます。

　 また、理想を 描いたと き の現状と のギャ ッ プが「 課題」 です。理想がなければ課

題も あり ません。「 課題がない」 と いう 現象が起こってし まう 原因の１ つは「 理想が

ない」からです。

　 理想を描く こと は課題解決の最初の大事な一歩です。

SDGsはな ぜ

必要なのか？

SDGs思考

「 バックキャスティング」

で考えよう

Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ  Ｂ Ｏ ＯＫ
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取り 組み例を 参考にして

身近なと こ ろ から

はじ めよう

●募金をしてみよう

●使わなく なったも のを

　 寄付し よう

●必要な分だけ食材を

　 買おう

●食品ロスを減らそう

●歩いて移動してみよう

●交通事故に気を付けよう

●世界の教育状況を調べて

　 みよう

●自分らしく 働くことについて

　 考えてみよう

●仕事や家事の分担を

　 考えてみよう

●LGBTQなどへの理解を

　 深めよう

●お風呂やト イレなど水の

　 無駄づかいを減らそう

●台所などから油を

　 流さ ない

●電気をこまめに消そう

●木質ペレット などの

　 バイオ燃料を使用し よう

●残業を減らそう

●地産地消をこころがけよう

すべての人に健康と
福祉を

働きがいも 経済成長も

飢餓をゼロに

飢餓を終わら せ、食料安全

保障及び栄養の改善を実現し 、

持続可能な農業を 促進する

あら ゆる年齢のすべての人々

の健康的な生活を確保し 、

福祉を 促進する

すべての人に包摂的かつ公正

な質の高い教育を提供し 、

生涯学習の機会を 促進する

ジェ ンダー平等を達成し 、

すべての女性及び女児の

エンパワーメ ント を行う

すべての人々の水と 衛生の

利用可能性と 持続可能な

管理を確保する

すべての人々の、安価かつ信頼

できる持続可能な近代的エネル

ギーへのアク セスを確保する

包摂的かつ持続可能な経済成長
及びすべての人々の完全かつ
生産的な雇用と働きがいのある
人間らし い雇用（ ディ ーセント ・
ワーク） を促進する

貧困をなく そう
あら ゆる場所あら ゆる形態の

貧困を終わら せる

質の高い教育を
みんなに

ジェ ンダー平等を
実現し よう

安全な水とト イレを
世界中に

エネルギーをみんなに
そしてクリ ーンに

目標 タ ーゲット 取り 組み例

難し く な い  SＤ Gs

17の目標と 169のタ ーゲッ ト

SDGsは17の目標と 具体的な達成目標である169のタ ーゲット からなります。

さ まざまな課題に対し 、世界中の国や組織や人々が協力し 、

目標達成のために行動すること が求めら れています。

私たちはこ の目標のために何ができるでし ょ う か。

実はちょ っとし たアク ショ ンで、社会に役立つこと ができます。

こ の取り 組み例を参考に、みなさ んも 行動してみてはどう でし ょ う 。
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平和と 公正をすべての人に

パート ナーシップ で
目標を達成し よう

陸の豊かさ も 守ろう
陸域生態系の保護、回復、持続可能な

利用の促進、持続可能な森林の経営、

砂漠化への対処ならびに土地の劣化

の阻止・ 回復及び生物多様性の損失

を阻止する

持続可能な開発のための平和で包摂

的な社会を促進し 、すべての人々に司

法へのアクセスを提供し 、あらゆるレ

ベルにおいて効果的で説明責任のあ

る包摂的な制度を構築する

つく る責任
つかう 責任

持続可能な消費生産形態を

確保する

海の豊かさ を守ろう

住み続けら れる
まちづく り を

気候変動に具体的な
対策を

気候変動及びその影響を軽減

するための緊急対策を講じ る

人や国の不平等を
なく そう

国内及び各国間の不平等を

是正する

●SDGsに取り 組む企業の

　 サービスや商品を選ぼう

●橋や道など身の回り の

　 インフラを知ろう

●地域の清掃や防災活動に

　 参加してみよう

●路面電車を積極的に

　 使おう

●食品ロスを減らそう

●エシカル消費（ ※） を実践

　 し よう

●電気をこまめに消そう

●エコ な電気を使おう

●ビニール袋の使用を

　 減らそう

●ゴミ 拾いをし よう

●ごみを分別し 、リサイクル

　 を心がけよう

●ペーパーレス化を進めよう

●選挙に行って投票し よう

●世界の平和に関する

　 ニュースを知ろう

●SDGsのイベント に参加

　 し よう

●SDGsの情報を発信し よう

●SDGsの達成に取り 組む

　 企業を応援し よう

●差別やいじ めをし ない、

　 さ せないよう にし よう

●フェ アト レード 商品を

　 買おう（ ※）

産業と 技術革新の
基盤をつく ろう
強靭（ レジリ エント ） なインフラ 構築、

包摂的かつ持続可能な産業化の促進

及びイノ ベーショ ンの促進を図る

目標 タ ーゲット 取り 組み例

包摂的で安全かつ強靭（ レジ

リ エント ） で持続可能な都市

及び人間居住を実現する

持続可能な開発のために、

海洋・ 海洋資源を保全し 、

持続可能な形で利用する

持続可能な開発のための実施

手段を 強化し 、グロ ーバル・

パート ナーシップを活性化する

（ ※）公正な取引のも と で
　      販売さ れているも の

（ ※）人・ 社会・ 地域・ 環境に

　 　 配慮し た消費行動

169のタ ーゲット を詳しく 知り たい人はこちらから
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【 地域の共感・ 協力】【 地域の共感・ 協力】

地元学生と

地場木材などを使っ た

記念品の製作

地元学生と

地場木材などを使っ た

記念品の製作
近隣のママたちと

共育型学童保育立ち上げ

近隣のママたちと

共育型学童保育立ち上げ

・ お寺が場を 提供

・ 引き こ も り だっ た青年や

　 大学生ら が協力

・ お寺が場を 提供

・ 引き こ も り だっ た青年や

　 大学生ら が協力

【 他者の共感・ 協力】【 他者の共感・ 協力】

家事育児の
分担
家事育児の
分担

パート ナー
シッ プ促進
パート ナー
シッ プ促進

あら ゆる人へ
の教育機会
あら ゆる人へ
の教育機会

地域経済の
促進
地域経済の
促進

産業を 持続
可能で地場
活性化に

産業を 持続
可能で地場
活性化に

6

コ ロナにも 負けない地域経済を

構築し たい
会社員／高松　 朱音さ ん

望まし い未来の姿を目指して

いろいろなカ タ チでSDGsに

取り 組んでいる方々を 紹介し ます！

SDGs
プレ イヤー

PICK UP!

★キーワード

　 息子が小学校に上がるタ イ ミ ングで、近隣のママたちと

共育型学童保育を 立ち上げまし た。当時、働き ながら 子ど

も を育てるために放課後の児童が集まれる場所が近隣にな

く 、共働き世帯にと っ て大きな課題でし た。地域の方の紹介

で近く のお寺が場を提供し てく ださ り 、運営を私たちが担

う 形でスタ ート 。子ども 目線を重視し 、親や地域が積極的

に関わる場と し まし た。引きこ も り だっ た青年が指導員と

し ていい表情で児童の世話をし たり 、大学生の実習の場と

し て活用さ れるなど、思わぬ波及効果も 。その頃はSDGsな

んて言葉はあり ませんでし たが、振り 返れば地域づく り や

働きがい、ジェ ンダー平等につながっ ていますね。

　 仕事は全国に拠点のある自動車関連企業で、ダイ バーシ

ティ やSDGs推進を担当し ています。SDGsのアク ショ ンを

深めたきっ かけはコ ロナ禍。人に会えず、漠然と し た不安感

や得意先の元気のない声に危機感を持ちまし た。働き がい

や経済成長、ジ ェ ン ダー平等を 考え る き っ かけにな り 、

SDGsを強く 意識、行動するこ と にし まし た。まず、地元の大

学に協力を仰ぎ、学生たちと 記念品の製作を企画し まし た。

　 打ち 合わせの様子が新聞に取り 上げら れる

と 、すぐ に県内の自動車ディ ーラ ー様から 職場

に「 一緒に取り 組みたい」 と 連絡が。最終的に地場産品を

使っ たご当地ノ ベルティ を製作し 、現在も 連携を 継続。今

年で3年目になり まし た。こ の件は地域連携の好事例と し

て社内で受け止めら れ、北陸拠点発で中部ブ ロ ッ ク へも

SDGsの活動が広がり だし ています。

　 SDGsは、興味のある も のと 結び付けら れるのがいいで

すよね。産学交流などを通し 、次世代と 将来をどう 持続可

能なも のにし ていく か。年齢男女問わずすべての人が活躍

できる環境を共創し ていけたら いいなと 思っ ています。

学生と プロ ジェ ク ト を 進める 高松さ ん

人と の

つながり が

新し い価値を

生み出す

▲高松さ んの活動と SDGs目標と の関連性を示し た図

ダイバーシティ &インクルージョ ン

北日本新聞社提供北日本新聞社提供

多様性と 包容性を意味し ます。性別や体の特徴、生活様式や価値観など多様な背景を持つ人

たちを認識し 、受容すること で一人ひとり が力を発揮できる社会を目指すこと が重要です。
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社会に貢献し たい
カ タ ーレ 富山／椎名　 伸志さ ん

子ども 食堂での食事を 楽し む利用者

★キーワード

広く 共感を呼び

それぞれの

活動が促進

栄養失調を
減ら す
栄養失調を
減ら す

こ ども の
健康増進
こ ども の
健康増進

パート ナー
シッ プ促進
パート ナー
シッ プ促進

こ ど も 食堂こ ど も 食堂 サッ カ ー教室
（ 本業を活かし て）

サッ カ ー教室
（ 本業を活かし て）

協力依頼協力依頼

こ ど も 支援N P O 設立こ ど も 支援N P O 設立

【 共感・ 協力の拡大】
（ 影響力）

【 共感・ 協力の拡大】
（ 影響力）

不登校等
教育支援
不登校等
教育支援

貧困者の
保護
貧困者の
保護

食品ロス
削減
食品ロス
削減

　 プロサッ カ ー選手と し てカ タ ーレ富山でプレーし ている

かたわら 、ボラ ンティ ア団体「 Pono Fam il ie（ ポノ  フ ァ ミ

リ エ）」を立ち上げ、子ども 食堂の支援や子ども への運動支

援などを行っ ています。

　 団体では、学校になじ めない子ども 含め小学生ら を対象

に、鬼ごっ こ やボール遊びなど を 通じ て運動の楽し さ を

知っ ても ら う 機会を設けています。不登校を支援する団体

と も つながっ たので、こ れから 複数のグループで一緒に活

動も できればと 計画し ています。こ れまでに参加し た不登

校の子が、サッ カ ーに興味を 持ち、試合を見に来てく れた

り し て、日常の中の活力になっ ていると 実感できまし た。

　 子ども 食堂は、コ ンビニで見かけた食品ロスのポスタ ー

がき っ かけ。日本KFC（ 日本ケン タ ッ キーフ ラ イ ド チキン

株式会社）が県外で調理済み食材を子ども 食堂に寄付し て

いるこ と を知り 、自分にも 何かできないかなと 思いまし た。

県社会福祉協議会が橋渡し 役になり 、同社の食

品を子ども 食堂に提供するこ と と なり まし た。

　 プロ サッ カ ー選手と いう こ と も あっ てだと

思いますが、こ う し た活動を し ていたこ と で、

多く の方に共感いただき 、支援を 受ける こ と ができ ま し

た。協力し てく れた企業が、不登校の子ども たちをスタ ジ

アムに招待し てく れるなど、個人の活動がチームにも つな

がっ ていく のはう れし いですよね。

　 も と も と 、SDGsの活動を 意識し ていたわけではあり ま

せん。振り 返っ てみたら 、SDGsの取り 組みだっ たと いう 感

じ です。以前、蜷川小学校で講演し たと きに話し たのは、「 自

分が面白いと 思い、人が喜ぶこ と に取り 組んだ結果、SDGs

につながっ ていた。近く にいる友達や町内の人への接し 方

ひと つで、つながる項目があるかも し れないよ」 と 。失敗し

ても いいので、まず何でも やっ てみてほし いなと 思います。

運動を 通し て小学生ら と 交流

▲椎名さ んの活動と SDGs目標と の関連性を 示し た図

© 株式会社 i rod o ri© 株式会社 i rod o ri

インタ ーリ ンケージ 関連性を意味し ます。 SDGsの17の目標はそれぞれ独立せず、互いに関連しています。 また、経済・ 社会・ 環境の

３ 側面も 相互に関連しています。 取組がどこまで影響するのか関連性を意識して行動すること が重要です。
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冬季の暖房の燃料は

木く ずで作っ たペレ ッ ト

グリ ーン 電力使用グリ ーン 電力使用

おがく ずの

ペレ ッ ト 燃料化

おがく ずの

ペレ ッ ト 燃料化

高島ち ぢみ

作業着

高島ち ぢみ

作業着

教育旅行の

受け入れ

教育旅行の

受け入れ

組子組子

スギ・
ヒ ノ キ使用
（ 地場の木材）

スギ・
ヒ ノ キ使用
（ 地場の木材）

廃棄物削減廃棄物削減

快適な
労働環境
快適な
労働環境

再生可能
エネルギー
促進

再生可能
エネルギー
促進

SDGs教育
促進
SDGs教育
促進

伝統文化
継承
伝統文化
継承

CO₂削減CO₂削減

持続可能な
森林経営
持続可能な
森林経営

企業活動を通し

幅広く

社会貢献

本業を 通じ て貢献し たい
株式会社タ ニハタ ／谷端　 信夫さ ん

　 組子建具などを製造するタ ニハタ と いう 会社を経営して

います。組子は、釘を 使わずに木を 幾何学文様に組み付け

る伝統木工技術のこと 。木を多く 使う 会社だから こそでき

ること に取り 組んでいます。

　 環境への意識が高まっ たのは東日本大震災。妻の実家

が福島にあり 、震災後すぐに義理の両親を迎えに車で向か

いまし た。往復の道中、周囲の景色から 自然の猛威と エネ

ルギーの重要さ を 痛感し たのを覚えています。以来、自分

たちから まず、クリ ーンエネルギーの使用を 強く 意識し だ

し まし た。

　 私たち の製品は、杉やヒ ノ キが主な原材料。まずはでき

るだけ国内で、また近い産地のも のを 使う よう にしていま

す。加工時に発生する大量の木く ずは、自社で圧縮し たペ

レッ ト にし 、冬季使用する 暖房の燃料にしています。また

使用電力は、水力発電だけを 使用する契約にし 、太陽光発

電と 併用し た100％グリ ーン 電力でまかなっています。

　 一方、組子は伝統技術であり 、日本らし さ を 発信するも

ので も あり ます。作業場には、海外のお客様がお 越し に

なった際に、技術だけでなく 装いから も「 和」を感じ てほし

い。そんな 考えから 、滋賀の歴史ある 織物・ 高島ちぢみを

使っ た作業着を 着用しています。通気性がよく 、速乾性も

あるので、冷房にかかるコ スト も 抑えら れるんですよ 。最近

では、学生さ んが教育旅行の一環で見学に来ること も 増え

てきまし た。私たちは組子を 軸にいろいろな取り 組みをし

ていますが、自分たちにできるこ と が何か考えていってほ

し いと 思います。

自社工場の屋根
に太陽光パネル
を 設置

作業服にも エコ の意識

8

▲谷端さ んの活動と SDGs目標と の関連性を示し た図

★キーワード

SDGs
プ レ イ ヤー

PICK UP!

サーキュ ラ ーエコ ノ ミ ー 今まで捨てら れていたよう な製品や原材料を「 資源」ととらえ、長く 使ったり 再利用し たりして、発生する廃

棄物を減らし 、持続可能な状態で循環さ せる経済の仕組みです。
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誰一人取り 残さ ない地域社会を

パート ナーシッ プで実現し たい
特別養護老人ホーム さ さ づ苑／吉野　 英樹さ ん

9

すべての人に
健康と 福祉を
すべての人に
健康と 福祉を

地元小学校で福祉教育

旅行会社と SDGsツアー

ディ ーラ ーと サポカ ー教室

地元小学校で福祉教育

旅行会社と SDGsツアー

ディ ーラ ーと サポカ ー教室

福祉防災

マッ プ 作り

福祉防災

マッ プ 作り

高齢者向けスマホ教室高齢者向けスマホ教室

利用者の

自己決定尊重

利用者の

自己決定尊重

情報技術への
アク セス向上
情報技術への
アク セス向上

全ての人の
災害被害削減
全ての人の
災害被害削減

あら ゆる人への
交通手段確保
あら ゆる人への
交通手段確保

誰一人
取り 残さ ない
意思決定

誰一人
取り 残さ ない
意思決定

パート ナー
シッ プ促進
パート ナー
シッ プ促進

SDGs教育
促進
SDGs教育
促進

気候変動災害
への対応
気候変動災害
への対応

社会的弱者の
災害被害軽減
社会的弱者の
災害被害軽減

あら ゆる人への
社会的・ 経済的
包摂の促進

あら ゆる人への
社会的・ 経済的
包摂の促進

　 大沢野地域の特別養護老人ホームさ さ づ苑で、SDGsを

推進し ています。22歳で福祉の世界に入り まし たが、施設

利用者が入居する際、本人でなく ご家族が申込書面を記入

する こ と に違和感があり まし た。家族様の事情や病気、年

齢などの理由はあるにせよ、自身の人生を納得し て決めて

ほし いな と 。自己決定は誰し も 平等に与え ら れた権利。

ですから「 誰一人取り 残さ ない」と いう SDGsの理念は、私た

ち福祉に携わる人にと っ ても 大切な理念だと 感じ まし た。

　 ま ず、地域のニーズや困り ご と を 調査する こ と から 始

めまし た。「 集まり の場が欲し い」と か「 災害時が心配」な

どさ まざまな意見が寄せら れまし た。そう し て、災害時の

対応やどこ に避難すればよ いか、ど んな設備がある かな

どをまと めた福祉防災マッ プを作成し 、大沢野・ 細入地域

に無料で全戸（ 5,384戸）配布し まし た。子ども たちに発信

する こ と も 大事だと 考え、神通碧小の協力を 受け、月1、2

回、学校で福祉教育の時間を作り まし た。民生委員の力を

借り 、小学生が一人暮ら し の高齢者の家を訪問し たり 、一

緒にeスポーツなども やり まし た。

　 車が手放せない地域ですので、ディ ーラ ーさ んと サポ

カ ー教室を開いたり 、マイ ナンバーやワク チン接種登録の

必要性から スマホ教室を開催し たり も し まし た。富山市の

推進コ ミ ュ ニケータ ー養成講座が縁で、入居者のために旅

行会社と コ ラ ボし て「 五箇山オンラ イ ンツアー」 を 組んだ

こ と も 印象深いです。

　 福祉の分野だけで変えら れるこ と も あれば、そう でない

こ と も あり ます。また、私たち の仕事は高齢者の支援です

が、地域の生活者は高齢者だけではあり ません。ですので、

SDGｓ をキーワード に学校や他の企業・ 団体と つながり 、連

携し てきたこ と は間違いではなかっ たと 感じ ています。

地域住民たち と のつながり を 作る

SDGsフ ェ スタ も 開催

eスポーツ などで高齢者と 小学生の

つながり の場づく り

▲吉野さ んの活動と SDGs目標と の関連性を 示し た図

★キーワード

広がっ た

連携の輪が

地域課題の

解決に

ソ ーシャ ルグッ ド 世界や地域など社会に対して良いインパクト を与える活動やサービスを指し 、主なも のにボランティ ア活動や

エシカル消費、寄付などがあり ます。ちょ っとし た行動が “ソーシャルグッ ド ” につながり ます。
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10

気軽に参加！Ｓ Ｄ Ｇ ｓ

まずは情報をキャ ッ チ！サポータ ー登録制度

SDGs推進コ ミ ュ ニケータ ーになろう

興味に合わせて参加できる SDGsウィ ーク

さ ら に一歩踏み出し たい人に

　 富山市在住や、市内の企業・ 学校に通う 人を対象に、サポータ ー登録制度

を整備しています。サポータ ーには、市のSDGsに関連するイベント や優れ

た事例などがメ ールで配信さ れます。2019年に始まり 、2022年8月には約

300の団体・ 企業と 1,000名を超える方が登録するなど 徐々に広がり を見せ

ています。申し 込みは『 SDGs未来都市とやま』のウェ ブサイト から 、熱意さえ

あれば誰でも エント リ ーできます。 →詳しく はウラ 表紙をご覧く ださ い。

　 2021年には推進コ ミ ュ ニケータ ーを対象に、SDGsへの理解をさ ら に深

めたり 、より 幅広く 実践につなげるためのステッ プ アッ プミ ーティ ン グを

開催。コ ミ ュ ニティ づく り や海洋ごみなど 特定のテーマで参加者同士意見

交換し 、新たな発見につなげまし た。22年から は、アク ショ ンミ ーティ ン グ

に改称。「 教育」や「 環境」などの分野を 題材に、廃校跡地や環境施設など

を訪問し ながら 課題解決を探るなど 、一歩踏み込んだ体験ができます。

　 2020年から 年３ 回、SDGs推進コ ミ ュ ニケータ ー養成講座を行っていま

す。地域や職場、学校など で発信できるよう 、座学やワーク ショ ッ プ を 通じ

てSDGsへの理解を深めるも ので、カード ゲームで地域課題の解決を目指し

たり 、興味のある分野で何ができるかアイデアを出し 合ったり など 回ごと に

異なるコ ン テンツ が体験できます。講座参加後のレポート 提出で認定が受

けら れ、こ れまで約120名が推進コミ ュ ニケータ ーと なっています。

　 富山市では毎年1月に「 SDGsウィ ーク 」を 設定し 、1週間にわたり SDGs

に関連するイベント を 開催しています。中小企業を 対象にし たセミ ナーや

6次産業化を 体感できる 料理教室、子ども も 参加できるカ ード ゲームや映

画の上映など 、体験できるコ ン テン ツはバラエティ に富みます。「 軽い気持

ちで参加し たが、理解が深まっ た」と の声も 聞かれ、こ れから 取り 組みたい

人にはちょ う どよいイベント です。

●ウィ ーク のメ イン  SDGs推進フォ ーラム

　 SDGsウィ ーク 期間中には、SDGsにまったく 触れたこと のない人にも 楽

し める「 SDGs推進フォ ーラム」が開かれます。柴田理恵さんや本木克英さん

ら を招いて行う ト ーク イベント や、市長と 識者などが富山市の未来を 語る

パネルディ スカッ ショ ン など 、環境や貧困、人権と いっ たSDGsと は切り 離

せないテ ーマを 楽し みな がら 学べる 場です。オン ラ イ ン 配信も 行ってお

り 、遠方にいる人も 参加できます。

学ぼう！参加し よう！Ｓ Ｄ Ｇｓ  

富山市では、SDGsの理解や実践を 後押しするために、さ まざまな学びの場・

つな がり の場を 提供しています。SDGsは企業、個人関係なく 、取り 組める も の。

こう し た場を 活用し 、あなたなり のゴールを見つけてみてはいかがでし ょ う か。
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11

こ んなと ころ にも！ 体感し よう 、富山市のＳ Ｄ Ｇｓ  

す。増えた税収は、郊外や中山間地の整備な

どにも 活用さ れています。

　 歩いて暮ら せるまちづく り は、公共交通を

使う こと で環境に、歩く 習慣づく り で健康に、

税収があがるこ と で経済成長につながっ て

います。まずは、気軽に路面電車に乗ったり 、

まちを歩いてみると こ ろから始めまし ょ う 。

　 富山市は公共交通を軸と し たコ ンパク ト

なまちづく り を 進めています。路面電車に

よ り ま ち の南北を 乗り 換え な し で 移動で

き 、沿線には図書館や美術館、福祉や教育な

どの施設を整備し ています。また、富山駅の

駅前広場や駅北の歩道は段差がないほか、

まちなかの様々な場所にベンチやシェ アサ

イ ク ルを 設置し 、歩き やすい環境整備を 進

めています。

　 また、本市では、こ れまで進めてきたコ ン

パク ト なまち づく り の実績を 踏まえつつ、

健康づく り と 融合し た歩き たく なるまちづ

く り を 推進する ため、健康意識の醸成と と

も に、日常生活の中での「 歩く ラ イ フ スタ イ

ル」を推進し ています。スマート フ ォ ンアプ

リ「 と ほ活」 は市民の行動変化を 後押し す

る、き っ かけづく り のツ ールと し て開発し

たも ので、毎日の歩数に応じ たポイ ント や

公共交通機関の利用、イ ベント への参加等

で貯まっ たポイ ント を 使っ て、アプリ 内で

の賞品抽選への応募ができます。また、市民

や来街者が快適に歩く こ と ができ る環境づ

く り を 目的と し て、地域や民間企業等と 連

携し ながら ベンチの整備を 行っ ており 、こ

う し た取り 組みが、まちなかの活性化や外

出機会の創出、公共交通の利用促進につな

がっ ていま す。こ れら の取り 組みが、マン

ショ ンやホテルの建設と いっ た市街地への

民間投資につながり 、市の税収も 増加。まち

なかや公共交通沿線への転入も 増えていま

し 、安心し て子育てでき る環境を 整備する

こ と は、子ども の未来だけでなく 、貧困や健

康と 福祉に対する 支援、ジェ ン ダー平等の

面でも 重要です。

　 誰も が安心し て妊娠・ 出産・ 子育てができ

る まちを 目指し 、子育て環境の充実にも 力

を入れています。

　「 産後のママ・ レスパイ ト 事業」は、産後ケ

ア応援室（ まちなか総合ケアセンタ ー内）で

生後４ か月未満の母子が対象。心身の不調

な ど を 抱え る 母親が安心し て 子ど も を 預

け、助産師に相談するこ と で、心身の負担や

育児不安の軽減につながるよう 支援し てい

ます。産後の不安を 抱える お母さ んのも と

に助産師が訪問する サポート も 行っ て お

り 、産後う つなど不調を き たし がちな産後

をフ ォ ローし ます。幼児期にも 、保育所など

で発熱し た園児などを保育士と 看護師が施

設まで迎えに行く「 お迎え型病児保育」を実

施し ており 、親が安心し て働ける環境が整

えら れています。

　 こ のほか、子供の成長記録や育児の情報

を 取得でき る 母子健康手帳アプリ や、AIが

24時間いつでも 子育てに関する質問に答え

る AIチャ ッ ト ボッ ト を 導入し 、情報発信の

充実にも 取り 組んでいます。

　 妊娠期から 切れ目なく 子育て支援を行う

こ と で、経済状態問わず、母子の健康を維持

ば市民のためになるか、市民やエンジニア

がア イ デア を 出し 合う 場も 設けら れて お

り 、私たち一人ひと り がまち を どう よく し

ていく かを 考える機会が増えています。

　 スマート シティ が進むこ と で、効率的な

働き 方や生産性の向上、都市の安全維持に

つな がる だけでなく 、新たな ICTツ ールを

用いて 行政と 市民一人ひと り が直接つな

がる 新たな市民共創や、W eb会議システム

などを 活用し 、近隣だけでなく 、大都市圏

や海外と も 直接つながり 、相互に連携し あ

う よ う な 新たな パート ナーシ ッ プ の広が

り も 期待さ れています。

　 コ ン パク ト シ テ ィ 施策を さ ら に深める

ために、ICT（ 情報通信技術） などの新技術

を 使い、市民生活の質や利便性を 高めるス

マート シティ 施策を 進めています。

　 その中心の一つに市内約100か所に設置

さ れたア ン テ ナから 情報を 集める 富山市

センサーネッ ト ワーク があり ます。こ の通

信網を 通じ て、子ども の登下校路を 調査し

たり 、消雪装置の異常を 検知し たり するな

ど地域の防犯や構造物の安全、地域の防災

に役立てています。沖に浮かべたICTブイ を

活用し て漁場状況などの見える化を図っ た

り 、遠隔のセンサーを 活用し て畑の温度や

土壌水分量を 測定し 、農作物の管理に活用

し たり する など 農業漁業の生産性を 高め

る取り 組みも 始まっ ています。

　 こ う し た技術が何に使えるか、どう 使え

SDGsの考えは、富山市のまちづく り のいろいろ な部分に反映さ れています。

普段の生活に改めて目を 向け、気軽にSDGsに乗っ かってみる のも ひと つです。

歩いて暮ら せるまちづく り  ～コ ンパクト シティ ～

都市の安全にも  ～スマート シティ ～

安心して子育てできるまち

北日本新聞社提供北日本新聞社提供
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お問い合わせ先： 富山市 企画管理部 企画調整課　 TEL： 076-443-2010　 E メ ール： sdgs-m irai-toyam a@ city.toyam a. lg . jp

日本では、内閣府がSDGsの達成に向けて、優れ

た取り 組みを 提案する 地方自治体を「 SDGs未来

都市」、また、その中でも 特に先導的な事業を「 自

治体SDGsモデル事業」と し て選定し ています。

富山市は、2018年6月15日に「 SDGs未来都市」 及

び「 自治体SDGsモデル事業」に選定さ れまし た。

『 SDGs未来都市』と は

富山市ではSDGsの推進に向けて、と も に取り 組んでいただけるサポ− タ ー（ 個人、市民団体・ NPO法人・

経済団体・ 企業・ 教育機関などの各種団体）を募集し ています。

SDGsに関心がある、SDGsに関する活動に取り 組む意欲がある、または取り 組んでいる方や企業・ 団体は、

ぜひご登録く ださ い。サポータ ー登録さ れた皆さ んには、富山市から SDGsに関する情報を配信し ます。

誰も が安心し て暮ら し 、働き 、自分ら し く 未来を 築ける まち・ 富山市を 目指し て、いっ し ょ に進んでい

き まし ょ う 。

富山市SDGsサポータ ー募集

右の2次元コ ード から お申し 込みく ださ い。

企業・

団体の方

個人の方

詳し く は 『 SDGs未来都市と やま』

をチェ ッ ク ！

SDGs未来都市と やま

h ttp s://sd g s.ci ty . to yam a . l g . jp /

あなたのSDGsを 想い描いてみよう

2 0 2 3 年1月発行
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